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 日
本
銀
行
金
沢
支
店
の
宮

 田
慶
一
支
店
長
は
、
13日

の
 記
者
会
見
で
「
北
陸
の
景
気

 は
緩
や
か
に
拡
大
し
て
い

 る
」
と
の
総
括
判
断
を
4力

 聞
曇
で
讐
蓋
終

 需
要
の
う
ち
、
住
宅
投
資
で

 は
前
月
ま
で
の
「
着
実
に
増

 斤
加
」
か
ら
「
振
れ
を
伴
い
つ

 素つも、基調としては増加

 し
マ
し
る
」
ρ
と
半
幽
を
弓

 き
下
げ
た
。
設
備
投
資
も
前

 月
ま
で
の
「
着
実
に
増
加
」

 か
ら
「
高
水
準
と
な
っ
て
い

 る
」
へ
と
下
方
修
正
し
た
。

 住
宅
投
資
は
、
低
金
利
な

 ど
を
背
景
に
住
宅
ロ
ー
ン
を

 組
ん
で
家
を
建
て
る
人
が
多

 か
っ
た
が
、
こ
こ
に
来
て
一

 服
感
が
出
て
き
た
。
ま
た
、

 貸
家
の
空
室
率
も
上
昇
し
、

 徐
々
に
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
し
つ

 っ
あ
る
。
3カ
月
前
に
「
増

 加
」
か
ら
判
断
を
引
き
上
げ

 た
ば
か
り
で
あ
り
、
下
万
修

 五
に
3」
入
E㌔
心
γ
㌣
く
ナ
忙
2、

 設
備
投
資
は
27カ
月
前
か

 ら
「
着
実
に
増
加
」
が
続
い

 て
い
た
。
今
月
3日
に
公
表

 し
た
6月
短
観
で
16年
度
投

 資
額
が
前
年
割
れ
と
な
り
、

 17年
度
投
資
計
画
額
も
小
幅

 な
プ
ラ
ス
に
と
ど
ま
っ
た
こ

 と
を
受
け
、
48カ
月
ぶ
り
に

 判
断
を
引
き
下
げ
た
。
非
製

 造
業
で
は
運
輸
や
物
品
賃
貸

 (建
設
機
械
の
リ
ー
ス
な

 ど
)と
い
っ
た
業
種
で
大
型

 投
資
の
反
動
か
ら
減
少
し

 た
。
製
造
業
は
堅
調
な
海
外

 害
司
ヂ
警
辱
に
埠
」
川
-し
マ
し

 る
。
宮
田
支
店
長
は
「
い
ず

 れ
も
高
水
準
で
あ
り
、
積
極

 的
な
投
資
ス
タ
ン
ス
は
崩
れ

 て
い
な
い
」
と
強
調
し
た
。

 宮
田
支
店
長
は
10日

に
本

 店
で
開
か
れ
た
全
国
支
店
長

 会
議
に
つ
い
て
「
好
調
な
製

 造
業
の
輸
出
や
東
京
五
輪
前

 の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
な
ど
、
か

 な
り
明
る
い
ト
ー
ン
の
報
告

 が
多
か
っ
た
」
と
指
摘
。
従

 来
は
東
海
、
北
陸
の
2地
域

 の
み
が
「
景
気
『
拡
大
』
」

 と
い
う
表
現
を
使
っ
て
い
た

業工設建

 鋸
町
家
の
塁

 ⇔
フ  用を推進

 日
本
財
団
「
わ
が
ま
ち
基
金
」
で

 金
沢
信
用
金
庫
(忠
田
秀

 敏
理
事
長
)と
、
一
般
社
団

法
人
金
澤
町
家
活
用
推
進
機

 構
(川
上
光
彦
代
表
理
事
)

 は
、
日
本
財
団
が
推
進
す
る

 「
わ
が
ま
ち
基
金
」
か
ら
の

 助
成
金
を
活
用
し
、
「
金
澤

 町
家
」
の
再
生
活
用
に
向
け

 た
取
組
み
を
実
施
す
る
こ
と

 に
な
り
、
13日

に
内
容
を
発

 表
し
た
。

 『
日
本
財
団
「
わ
が
ま
ち

 基
金
」
を
活
用
し
た
地
方
創

 (第3種郵便物認可)

 く〔嘘騨臨欝:寧∵亀駕

 交付書を手にする忠田理事長(右から2人目)と川上代表理事(同3人目)

 生
支
援
ス
キ
ー
ム
』
は
、
地

 方
創
生
の
推
進
に
向
け
、
地

 域
の
課
題
解
決
お
よ
び
地
域

 の
明
る
い
未
来
を
実
現
す
る

 た
め
の
、
信
用
金
庫
お
よ
び

 そ
の
顧
客
な
ど
の
実
施
す
る

 事
業
に
対
し
て
最
大
100

 0万
円
の
助
成
金
が
交
付
さ

 れ
る
ス
キ
ー
ム
。
日
本
財
団
、

 信
金
中
央
金
庫
、
全
国
信
用

 金
庫
協
会
お
よ
び
学
識
経
験

 者
の
諮
問
会
議
に
よ
る
審
査

 を
受
け
、
交
付
が
決
定
さ
れ

 '・
…

 る
。
同
金
庫
の
「
金
澤
町
家

 再
生
活
用
事
業
」
は
17年

度
 第
1次
助
成
事
業
に
全
国
8

 信
金
9事
業
の
中
に
選
ば
れ

 た
。
助
成
金
額
は
ー
000

 万
円
。
北
陸
地
区
で
は
同
金

 庫
が
初
の
事
例
と
な
る
。

金
澤
町
家
活
用
推
進
機
構

 で
は
、
今
後
3年
間
で
改
修

 し
た
町
家
の
サ
ブ
リ
ー
ス
な

 ど
を
通
じ
て
、
増
加
傾
向
の

 飲
食
店
・
カ
フ
ェ
、
民
泊
施

 設
な
ど
と
し
て
町
家
を
活
用

 す
る
需
要
に
応
え
て
い
く
考

 え。 信
金
本
店
で
行
わ
れ
た
記

 者
発
表
に
は
、
忠
田
理
事
長
、

きんしん

 川
上
代
表
理
事
、
日
本
財
団

 の
荻
上
健
太
郎
氏
、
市
川
正

造
信
金
中
央
金
庫
北
陸
支
店

 長
が
出
席
。
日
本
財
団
か
ら

 金
沢
信
用
金
庫
に
「
わ
が
ま

 ち
基
金
」
助
成
金
交
付
決
定

 通
知
書
が
交
付
さ
れ
た
。

 忠
田
理
事
長
は
、
「
金
沢

 市
に
本
店
を
置
く
も
の
と
し

 て
、
ま
ち
な
み
の
継
承
に
は

 強
い
思
い
が
あ
る
。
産
業
や

 雇
用
の
創
出
を
実
現
し
、
地

 方
創
生
に
つ
な
げ
た
い
」
と

 抱
負
を
述
べ
た
。
金
庫
で
は

 今
後
、
金
澤
町
家
購
入
・
リ

 フ
ォ
ー
ム
専
用
ロ
ー
ン
な
ど

 も
検
討
す
る
方
針
だ
。

 力
台
匝
に
一
ε
比
垣
て
半

 断
を
引
き
上
げ
、
新
た
に
4

 地
域
が
『
拡
大
』
と
い
う
表

 現
を
使
い
、
6地
域
に
広
が

 っ
て
き
た
」
と
説
明
し
た
。

 と
埠
加
…
し
て
し
フ

 け
て
、
例
年
労
撒

 時
期
で
あ
る
ー
o日

 の
期
間
、
労
僅

 中
的
な
取
組
み
左

 ー
裟
蕪
纏
竃
灘
燈
藷

 耐
震
補
強
へ
塑

 蝶
々
形
「
エ
ス
ト
ン

 竹
中
工
務
店
は
、
RC造

 建
物
に
蝶
々
形
の
ブ
ロ
ッ
ク

 を
積
み
上
げ
て
耐
震
補
強
壁

 を
構
築
す
る
「
エ
ス
ト
ン
ブ

 ロ
ッ
ク
工
法
」
で
新
形
状
と

 な
る
「
」
ー
Type」

を
 開
発
し
、
こ
の
ほ
ど
睦
学
園

 兵
庫
大
学
H号
館
で
初
め
て

 適
用
し
た
n写
真
。
各
種
構

 造
実
験
を
行
っ
て
お
り
、
従

 来
の
S-Typeと

同
様

 に
日
本
ERIか

ら
構
造
性

繧
蕊

 詐
.,、
⊂
沽
パ
㍉「

'

 能
評
価
を
取
得
L

 同
工
法
は
、
人

 べ
る
蝶
々
形
の
プ

 ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
債

 ロ
ッ
ク
空
隙
部
け

 を
充
填
す
る
こ
戸

 を
構
築
す
る
。
辟

 防
止
用
の
縦
筋
〔

 と
施
エ
ア
ン
カ
ー

 ン
ク
リ
ー
ト
打
塾

 事
を
大
幅
に
減
工

 の
Rc耐
震
壁
捕

 ㌧
藷
"
'
㍊
.
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 総撫轍1輔

 98行
で
「
利
ざ
や
」
が
減
少

 国
内
主
要
皿
行
の
預
金
・
貸
出
金

 帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

 る
と
、
17年
3月
末
の
国
内

 主
要
112行

の
預
金
は
7

 1
9
兆
1
1
7
7
億
8
8
0

 0万
円
と
な
り
、
16年
3月

 末
比
で
31兆
5094億

4
 900万

円
(4・
6%)

 増
加
し
た
。
大
手
銀
行
、
地

 方
銀
行
、
第
二
地
方
銀
行
の

 3業
態
す
べ
て
で
増
加
し
、

 112行
中
94行

(構
成
比

 83・
9%)で

増
加
し
た
。

 一
方
、
112行

の
貸
出

 金
は
505兆

1669億

 帝国データ

 8700万
円
と
な
り
、
16

 年
3月
末
比
で
H兆
537

 1億
2400万

円
(2・

 3%)増
加
。
3業
態
す
べ

 て
で
増
加
し
、
112行

中
 98行

(構
成
比
87・

5%)
 で
増
加
し
た
。

 112行
の
W

 金
利
息
(収
入
)

 息
(支
出
)の
善

 利
ざ
や
〉
は
、
只

 -
億
5
2
0
0

 り
、
16年

3月
期

 58億
920∩

 ・
9%)減

少
。

 べ
て
で
減
少
し
、

 中
98行

(構
成
比

 で
減
少
し
た
。
霜

 金
が
増
加
し
続
け

 各
金
融
機
関
は
栢

建設工業新聞

'17.07.14

14面


